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1.はじめに

桂材を中心とした国産構造用材の利用現場にも,

近年ようやく,材料としての木材に厳しい品質管理

の概念が求められるようになってきた｡つまり,感

性的あるいは化粧的な評価から,科学的な性能に裏

付けられた木材の品質管理が要求されてきた｡しか

し,構造用材の生産あるいは利用現場では,上述へ

の対応が極めて立ち遅れていると言わざるを得ない｡

スギ材には,数多くの品種が存在し,その品種に

よって木材材質が著しく異なる｡このことが,スギ

材の利用をさらに難しくしている｡しかし,実際の

木材市場では,スギ品種は一切考慮されず,その地

域で産出された品種不明のスギ丸太材が集荷されて

くる｡ただ,各産地では,同一のスギ品種が大半を

占めていることが予想される｡

さて,南九州地方は,その地域特性として,温暖･

多雨な気候のために,わが国でも有数の森林資源,

とくに木材資源に恵まれた地域である.そこで,こ

の一連の研究では,南九州産スギ材の利用日的に沿

った基本的材質特性を解明する｡まず,宮崎県産ス

ギ材を対象に,各産地ごとに力学的性能の違いを明

らかにする｡その際,実用場面での利用を考慮に入

れて,実大平角材の曲げ性能試験を実施したDさら

に,この平角材の曲げ性能の,組織 ･構造的な材質

指標の影響を究明する｡

2.実験

2.1.供試材

宮崎県内の一つ瀬川流域,小丸川流域および北郷

町の 3地域で生育したスギ人工造林木から,合計

154本の丸太を任意抽出した｡これらの丸太から,

長さ約 400cm,幅 12cm,はりせいは径級によっ

て21, 24および 27cmの3種類の心持ち平角材

を製作した｡製材後,人工乾燥を行い,曲げ試験に

供試した｡試験時の平角材の含水率は,平均21.7%

であった.

2.2.力学試験

丸太および乾燥前後の平角材の動的ヤング率を,

縦振動法で求めた｡曲げ試験は木材美大強度試験機

(容量 50t)で行った｡載荷方法は,全スパンを

360cm,4点荷重方式とした｡スパン中央のたわみ

量を測定し,みかけの曲げヤング率を算出した｡ま

た,中央荷重区間のたわみ量の測定から,真の曲げ

ヤング率を求めた.さらに,曲げ破壊係数,ねぼり

強さの指標として,テトマイヤー係数を算出したD

2.3.材質指標の測定

組織 ･構造的な材質指標として,最大節径比,未

成熟材部および成熟材部の平均年輪幅,未成熟材率

および気乾比重を調べた｡

3.括果と考察

3.1平角材の曲げ性能

スギ材の力学試験によって得られた結果を,産地

別に,表 1に示したOみかけの曲げヤング率は,

一つ瀬川流域産材が最も大きな値を示し,つづいて

小丸川流域産材,北郷町産材となる｡真の曲げヤン

グ率,丸太の動的ヤング率でも,上述の傾向が認め

られた｡曲げ破壊係数では,小丸川流域産材が最も

大きく,一つ瀬川流域産材,北郷町産材とつづく｡

ねはり強さを示すテトマイヤー係数でも,小丸川流

域産材が大きく,一つ瀬川流域産材と北郷町産材で,

同じ値であった｡各産地間の曲げ性能値について有

意差検定を行ったところ,曲げヤング率では,一つ

瀬川流域産材と北郷町産材との間に,有意な違いが

認められた｡曲げ破壊係数およびねぼり強さでは,

小丸川流域産材と北郷町産材との間に,有意な差が

務められた.これらの結果から,スギ平角材の曲げ

性能値には,産地によって違いがあることが明らか

になった｡また,各産地のみかけの曲げヤング率の

頻度分布を調べると,産地によって曲げヤング率の

分散に差異を絡めた.

これまでにも,丸太の動的ヤング率と製材品の静

的曲げヤング率との間には,高い相関関係が認めら

れ,丸太の非破壊試験から製材品の力学的性能が推

定されているOこの研究で用いた試験材でも,北郷

町産材を除く各産地材では,丸太の動的ヤング率と

製材品の静的曲げヤング率との間に,図 1に示す

ように,高い相関関係を絡めた｡ところが,北郷町

産材では,その相関関係が極めて低く (図 2),丸

太の動的ヤング率から,平角材の精度の高い曲げ性

能の推定は困難であったo
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3.2組織 ･構造的な材質指標

スギ平角材の材質指標の測定結果を,産地ごとに,

表 2に示す.気乾比重は,産地間で有意差が絡め

られ,一つ瀬川流域産材で最も大きく,ついで北郷

町産材,小丸川産材となる｡最大節径比は,小丸川

流域産材と他の2産地の間で有意な差が認められ,

小丸川産材が他の 2産地材よりも節が小さい｡未

成熟材率と未成熟材部の年輪幅には,産地による違

いを絡めなかった｡成熟材部の年輪幅は,北郷町産

材がはかの地域よりも小さい｡
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3.3力学的性能への材質指標の影響

3地域全体について,気乾比重と曲げヤング率と

の関係をみると,両者の間に正の相関関係が認めら

れたOこのことから,一つ瀬川流域産材で曲げ性能

値が大きい理由に,他の産地材よりも比重が大きい

ことがあげられるQまた,最大節径比とねぼり強さ

との関係を調べると,負の相関関係が務められ,節

が小さいほど,ねはり強さが増大することがわかっ

た｡このことから,小丸川産材のねぼり強さの値が

大きいことは,他の産地材に比べて,最大節径比が

小さいことが原因していると考えられる｡

前述のように,北郷産材では,丸太の動的ヤング

率と平角材の静的曲げヤング率との間に,極めて低

い相関関係しか認められなかった｡このことは,丸

太から平角材への製材時に,品質の安定した成熟材

部が切除されることによって,晶質の不安定な未成

熟材部の性質がより強く現れてくることが推察され

たo
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